
 

 

                     

               
                           

 

６月朝礼校長講話より  ～

 日常的に生活をしている中で、周囲の方から注意をされることがあります。これは四中生としてだけでなく、将来の社

会人として責任ある行動を求められているということです。周囲の方が不快に感じたり、迷惑だと思ったりする行動は慎

まなければいけないのは当然です。 

 では責任ある行動をするためには何が必要か、というと正しい判断力を身に付けることです。この場ではどのようにふ

るまうべきかを、正しく判断し、行動してほしいです。中学校３年間で身に付けてほしい力の一つは「正しい判断力」で

あるということをこれまでも話してきました。常に正しく判断しながらよりよい生活をしてください。

 

なかまと協力し、きもちを一つにした修学旅行

５月２８日（木）～３０日（土）、２年生のときから、準備をしてきた、京都・奈良へ

の修学旅行に行ってきました。予想したよりは、気温は高くはありませんでしたが、１日

目 奈良（東大寺・法隆寺）、２日目、３日目（京都）とも、暑さの中、今回の修学旅行

のテーマである「なかまと協力し、きもちを一つに修学旅行」を掲げて、班行動やクラス

別行動、係活動に協力して取り組みました。

 １日目の奈良公園では、たくさんの鹿に出迎えられる中、クラスごとでの東大寺大仏殿

の見学のあと、公園内を班ごとに散策しました。海外からの観光客の方々や、中

の修学旅行生、遠足の小学生など、園内の鹿の数よりはるかに多い人々で混雑する中、短

時間での見学となりました。その後訪れた法隆寺では、東大寺での喧騒が別世界のように、

静かな中、最古の木造建築や大宝蔵院をゆったりと見学することができました。社会科や

美術科で学んだことが、実際目の前に現れ、建造物に見入ったり、写真をとったりする姿

がそこここで見られました。

 ２日目は、班長、ナビ係を中心に、班全員で相談しながら何度も手直しをした、京都市

内班行動計画を実行する日です。朝の出発時間は分刻みでしたが、全３６班が協力

都の町へ元気に飛び出しました。 

 見知らぬ町で、２年生での「鎌倉校外学習」での反省（チェック時間に遅れたり、連絡なくコース変更をしたりなど）

を活かし、中学校生活最後の宿泊行事を成功させたいとの想いを胸に、約８時間をなかまと協力しながら過ごしました。

 途中、ハプニングに巻き込まれたり、道に迷ったりなどのトラブルにも、班で協力、相談しながら、的確な判断で乗り

切ることができました。京都の複雑なバス系統を乗り継ぎながら、京都市内の各所から、ほとんどの班が、最終到着時間

内に宿舎に戻ることができました。 

 ２日目の夜は、日本の伝統工芸である「漆器加飾」を体験しました。事前に各自で選んだ、鏡、小物入れ、ペン立てな

どに絵を描きました。自分のイメージ通りに仕上がった人も多く、作品が手元にくるのが楽しみです。

 ３日目は、クラスごとに選んだコースを観光バスでまわりました。抹茶や和菓子を味わったり、水占いをしたり、江戸

時代の刀傷が残る建物の見学など、修学旅行がまだまだ続いてほしいと思うような時間を過ごすことができました。

 今回の修学旅行では、１、２年生での経験を活かし、実行委員を中心に、学年全員が行

動班の各係を分担し、また宿舎でも部屋長を中心に、協力して３日間を過ごすことができ

ました。国際観光都市、文化遺産の価値、京都の風習などを各人が感じ取り、貴重な経験

をするとともに、みんなで協力することの大切さも知ることができました。

 ３年生としての課題も見え、今後の学校生活の中でどのように克服していくのかを考え

るきっかけにもなり、まとめの学年集会では、実行委員、各係の反省とともに、今後の目

標が具体的に述べられ、成長のあとがうかがえました。

   第１日 東京駅→新大阪駅→東大寺大仏殿→法隆寺→宿舎

   第２日 京都班別行動 

   第３日 クラス行動（大原・鞍馬・伏見・洛北・宇治）→京都駅→東京駅

                              

                      

                       

～責任ある行動をしよう～ 

日常的に生活をしている中で、周囲の方から注意をされることがあります。これは四中生としてだけでなく、将来の社

会人として責任ある行動を求められているということです。周囲の方が不快に感じたり、迷惑だと思ったりする行動は慎

では責任ある行動をするためには何が必要か、というと正しい判断力を身に付けることです。この場ではどのようにふ

るまうべきかを、正しく判断し、行動してほしいです。中学校３年間で身に付けてほしい力の一つは「正しい判断力」で

あるということをこれまでも話してきました。常に正しく判断しながらよりよい生活をしてください。

もちを一つにした修学旅行             

５月２８日（木）～３０日（土）、２年生のときから、準備をしてきた、京都・奈良へ

の修学旅行に行ってきました。予想したよりは、気温は高くはありませんでしたが、１日

奈良（東大寺・法隆寺）、２日目、３日目（京都）とも、暑さの中、今回の修学旅行

もちを一つに修学旅行」を掲げて、班行動やクラス

別行動、係活動に協力して取り組みました。 

１日目の奈良公園では、たくさんの鹿に出迎えられる中、クラスごとでの東大寺大仏殿

の見学のあと、公園内を班ごとに散策しました。海外からの観光客の方々や、中学、高校

の修学旅行生、遠足の小学生など、園内の鹿の数よりはるかに多い人々で混雑する中、短

時間での見学となりました。その後訪れた法隆寺では、東大寺での喧騒が別世界のように、

静かな中、最古の木造建築や大宝蔵院をゆったりと見学することができました。社会科や

美術科で学んだことが、実際目の前に現れ、建造物に見入ったり、写真をとったりする姿

がそこここで見られました。 

２日目は、班長、ナビ係を中心に、班全員で相談しながら何度も手直しをした、京都市

内班行動計画を実行する日です。朝の出発時間は分刻みでしたが、全３６班が協力

見知らぬ町で、２年生での「鎌倉校外学習」での反省（チェック時間に遅れたり、連絡なくコース変更をしたりなど）

を活かし、中学校生活最後の宿泊行事を成功させたいとの想いを胸に、約８時間をなかまと協力しながら過ごしました。

途中、ハプニングに巻き込まれたり、道に迷ったりなどのトラブルにも、班で協力、相談しながら、的確な判断で乗り

切ることができました。京都の複雑なバス系統を乗り継ぎながら、京都市内の各所から、ほとんどの班が、最終到着時間

目の夜は、日本の伝統工芸である「漆器加飾」を体験しました。事前に各自で選んだ、鏡、小物入れ、ペン立てな

どに絵を描きました。自分のイメージ通りに仕上がった人も多く、作品が手元にくるのが楽しみです。

３日目は、クラスごとに選んだコースを観光バスでまわりました。抹茶や和菓子を味わったり、水占いをしたり、江戸

時代の刀傷が残る建物の見学など、修学旅行がまだまだ続いてほしいと思うような時間を過ごすことができました。

今回の修学旅行では、１、２年生での経験を活かし、実行委員を中心に、学年全員が行

また宿舎でも部屋長を中心に、協力して３日間を過ごすことができ

ました。国際観光都市、文化遺産の価値、京都の風習などを各人が感じ取り、貴重な経験

をするとともに、みんなで協力することの大切さも知ることができました。 

３年生としての課題も見え、今後の学校生活の中でどのように克服していくのかを考え

るきっかけにもなり、まとめの学年集会では、実行委員、各係の反省とともに、今後の目

標が具体的に述べられ、成長のあとがうかがえました。 

東京駅→新大阪駅→東大寺大仏殿→法隆寺→宿舎 

クラス行動（大原・鞍馬・伏見・洛北・宇治）→京都駅→東京駅 

日常的に生活をしている中で、周囲の方から注意をされることがあります。これは四中生としてだけでなく、将来の社

会人として責任ある行動を求められているということです。周囲の方が不快に感じたり、迷惑だと思ったりする行動は慎

では責任ある行動をするためには何が必要か、というと正しい判断力を身に付けることです。この場ではどのようにふ

るまうべきかを、正しく判断し、行動してほしいです。中学校３年間で身に付けてほしい力の一つは「正しい判断力」で

あるということをこれまでも話してきました。常に正しく判断しながらよりよい生活をしてください。 

             ３学年主任 武田典子  

の修学旅行生、遠足の小学生など、園内の鹿の数よりはるかに多い人々で混雑する中、短

時間での見学となりました。その後訪れた法隆寺では、東大寺での喧騒が別世界のように、

静かな中、最古の木造建築や大宝蔵院をゆったりと見学することができました。社会科や

美術科で学んだことが、実際目の前に現れ、建造物に見入ったり、写真をとったりする姿

２日目は、班長、ナビ係を中心に、班全員で相談しながら何度も手直しをした、京都市

内班行動計画を実行する日です。朝の出発時間は分刻みでしたが、全３６班が協力し、京

見知らぬ町で、２年生での「鎌倉校外学習」での反省（チェック時間に遅れたり、連絡なくコース変更をしたりなど）

を活かし、中学校生活最後の宿泊行事を成功させたいとの想いを胸に、約８時間をなかまと協力しながら過ごしました。 

途中、ハプニングに巻き込まれたり、道に迷ったりなどのトラブルにも、班で協力、相談しながら、的確な判断で乗り

切ることができました。京都の複雑なバス系統を乗り継ぎながら、京都市内の各所から、ほとんどの班が、最終到着時間

目の夜は、日本の伝統工芸である「漆器加飾」を体験しました。事前に各自で選んだ、鏡、小物入れ、ペン立てな

どに絵を描きました。自分のイメージ通りに仕上がった人も多く、作品が手元にくるのが楽しみです。 

３日目は、クラスごとに選んだコースを観光バスでまわりました。抹茶や和菓子を味わったり、水占いをしたり、江戸

時代の刀傷が残る建物の見学など、修学旅行がまだまだ続いてほしいと思うような時間を過ごすことができました。 

 



 

 

１年生 魚沼自然教室に行ってきました                  １学年主任 高柳和子 

６月１日（月）～３日（水）の２泊３日で魚沼自然教室に行ってきました。１日目の午後には、雲ひとつないような晴

天の下、田植えを経験しました。最初は、ぬるっとした田んぼの感触に驚きの悲鳴をあげていた子供たちですが、しだい

に苗を植える大変さとおもしろさに夢中になっていきました。そんな中で、時折飛び上がる蛙にも大喜び。みんなで植え

た苗が育ち、稲穂が実るのが楽しみです。田植えを終えて撮ったクラス写真では、みんなとても良い表情をしていました。

夕食後は、民宿の方と交流し、和やかな雰囲気の中、友だちとの交流も深まりました。夜には、

暑かった昼間とは違い、涼しい風が吹いてきます。冷房もいらない程でした。静かな中に、虫の

声が響きます。 

 ２日目は、青空の下で、それぞれの民宿でもちつきを行いました。臼の周りに集まり、交代で

順番についていきます。学校では見られない素顔など、意外な一面を見ることができました。も

ちがつき終わったら今度は、笹餅づくりです。お餅を笹にくるんでいくのですが、この作業がひ

と苦労。民宿の方に教えていただきながら笹にくるんでいきました。この笹餅は家族へのお土産に持って帰りました。昼

食は、自分達でつくったお餅を入れたお雑煮やきな粉餅を食べました。柔らかくて、もちもちした餅が口のいっぱいに広

がります。そして午後は、班ごとに行動するウォークラリーに挑戦しました。男女が協力してスムーズに進んでいく班、

なかなか道がわからずに迷ってしまった班など様々でしたが、とても良い経験になったと思います。夜は、体育館でレク

大会を行いました。校歌歌合戦やラジオ体操、ゲーム大会など盛り上がりました。朝からたくさん身体を動かした２日目

は、涼しい民宿の部屋で、ぐっすりと眠ることができました。 

 ３日目は、小雨が降る天気の中、３日間お世話になった民宿の方々に別れの挨拶をして バスに乗り込みます。たった

２泊しただけなのに、民宿の方とすっかり親しくなり、別れるのが寂しい気持ちになりました。バスで只見湖に到着し、

遊覧船に乗ります。遊覧船は、一般のお客の方も乗っていらっしゃる大型の船でしたが、マナ

ーも守れて乗れたと思います。あいにくの小雨の天気でしたが、景色を楽しむことができまし

た。 

 この３日間で、１学年の集団としては、時間を守ることや自分の係の仕事を責任を持って行

うこと、お互いに協力することなど学ぶことができました。なによりもこの魚沼で、東京では

経験できないような自然とのふれあいや、地元の方との交流など体験できたことが一番良かっ

たのではないかと思います。魚沼で、友だちとの交流も深まり、ひとまわり大きく成長したその成果を、学校生活の中で

も発揮してほしいと思っています。  
 

２年生 職場体験学習の準備が進んでいます 

7月８日（水）～１０日（金）に実施する職場体験学習の準備が進んでいます。 

各生徒は職場体験先を決定するためのエントリーシートを作成し、以下の決定手順にしたがって事業所を決定します。

ます。エントリーシートには「事業所名」「志望動機」「どんな職場体験にしたいか」を記入します。 

★ 期日を守ってエントリーシートが提出され、内容がしっかりかけている者の希望の事業所について集計し、定員以

内であれば決定とする。 

★ 希望の事業所が定員を超えた場合は、動機や熱意が強く感じられる者から決定とする。 

★ 希望が通らなかった場合は、改めて他の事業所へエントリーシートを提出する。 

★ 体験先事業所が決定するまで同様の手順を繰り返す。 

「決定」に〇が付いて戻ってきた生徒のうれしそうな顔、「再検討」に〇が付いた生徒の悔しそうな顔。廊下には体験先

事業所の一覧が貼られ、就職活動さながらの光景です。 
 

６月は「ふれあい月間」です 

 東京都では、毎年６月、１１月を「ふれあい月間」として、いじめ、不登校、暴力行為等の問題行動の未然防止やそ

の対応にかかる取組の充実を図っています。 

 本校では、以下の取組をしています。 

  〇いじめアンケートの実施と迅速な対応  

  〇いじめ相談箱の設置 

  〇全校朝礼での講話 

  〇不登校及び休みがちな生徒について情報共有し、特別委員会で対応 

 ふれあい月間だけでなく、月１回「心の声」と題したアンケート調査を行い、生徒の思っていること、考えているこ

とについても必要に応じて対応しています。 



 

 

 


